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　いろんな関係者が参加しているんだね。会議で
はどんなことを話し合っているの？
　農業の課題解決に向けて何ができるかを５者が
得意とする部分を役割分担しながら、知恵を出
し合っているよ。農業課題と言うと多くの地域で
共通するものもあれば、その地域独特の課題も
あって、それぞれの地域での重要度や優先度に
よって話し合う内容が変わることもあるよ。
　話し合うことで解決に向かっているものはあるの？
　令和２年度以降は多くの地域で「人・農地プラン」
の作成を進めることがみんなで話し合われたんだ。
　人・農地プランって何？
　人・農地プランは、言い換えると「地域農業の
将来像」のことだよ。今、農業集落では個人農家
がどんどん減っていて、耕作されない農地が増え
ているんだ。一般的に自分で耕作できない人は、
大きな農家に農地を預けて耕作を継続してもらう
ことが多いんだよ。でも、大きな農家が近くにな
い場合や、貸し借りがうまくいかない場合は、耕
作放棄地となってしまうことがあるんだ。そのま
までは、地域の農地は荒れてしまって、農業環境
や生活環境にも良くない影響を及ぼしてしまう。
そうならないよう令和版営農会議で、地域の農地
を将来にわたって維持管理するためにどうすれば
いいのかを話し合っていて、その結果をまとめた
ものが人・農地プランなんだ。市内では66地区
で人・農地プランが作成済みで、このうち46地
区は令和版営農会議での話し合いを踏まえて地域
で作成されたものだよ。

　令和版営農会議で人・農地プランの話し合いを
することは地域農業に必要なことなんだね。
　そうだね。まずは、令和版営農会議で人・農地
プランの重要性を共有して、農業委員、農地利用
最適化推進委員をはじめ、地域で人・農地プラン
の作成を進めていくことになるんだ。令和版営農
会議で意見を交換したり、他の地域の状況を聞い
たりすることで、令和版営農会議の参加者が同じ
方向を向いて地域の支援を行うことができるんだ。
　地域で人・農地プランを作るメリットはどんな
ことがあるの？
　人・農地プランは地域農業の将来像だから、地
域の人が現状や将来像を共有できることが最も大
きなメリットの１つだよ。ほかにも最近は国の補
助事業などを受ける時に、人・農地プランを作成
した地域が有利になるようなものが多くなってき
ているんだ。その地域で農地を預かる大規模農家
にとっても耕作を続けるためには、人・農地プラ
ンは重要になってくるよ。
　ほかにも令和版営農会議で解決につながってい
るものはあるの？
　例えば、津南部地域、久居地域、一志地域、香
良洲地域では、水田で多くの被害が見られるジャ
ンボタニシの対策について話し合ったんだ。そこ
でジャンボタニシ捕獲ワナの試作や農家向けに駆
除方法の説明会を行ったり、捕獲ワナを配付して
実際に使ってもらったりしているよ。ほかにも、
香良洲地域や美杉地域
を中心に、農作物に対
する獣害対策について
話し合われて、結果と
して３つの獣害対策協
議会が発足したんだ。
　これからの令和版営農会議はどうなっていくの？
　令和版営農会議の参加者からは、継続すべきだ
という意見が多く出ていて、有意義な場として今
後も活用していくつもりだよ。耕作放棄地の解消
や発生防止、地域農業のリーダーやコーディネー
ターの育成などの地域農業の課題はすぐに解決で
きるものばかりじゃないから、定期的に話し合っ
て、いろんな知恵を出し合うことが重要だと思う
んだ。令和版営農会議をそんな場として継続する
ことが、地域農業の課題解決の近道になるんじゃ
ないかな。
　令和版営農会議は、農業に関わる人がみんなで
力を合わせて問題を解決していく仕組みなんだね。
これからも令和版営農会議の取り組みを通じて、
津市の地域農業が発展していくといいね。　

　令和版営農会議ってどんな会議なの？
　令和版営農会議は、令和元年10月に、農業関係
者が集まって地域の農業課題について話し合う場
としてスタートした会議だよ。津地域の北部と中
央、南部、各総合支所の地域ごとに全部で12の会
議を設置して定期的に話し合っているよ。
　地域ごとに設置しているんだね。でも、なぜ設
置することになったの？
　元々、各農業関係機関は農家や地域の声を聞い
てそれぞれができることをしっかりとやってきた
んだ。だけど、あくまでそれぞれが独立した機関
として動いていて、農家や地域にしてみると相談
した先ができる仕事の範囲でしか話ができずに、
それぞれの関係機関だけの取り組みで終わってい
たんだ。これでは地域の農業が抱える課題の本質
的な解決にはつながりにくいし、とても時間がか
かってしまうんだよ。でも、令和版営農会議では
関係者が同じ場所に集まり、互いに顔の見えると
ころで農家や地域の声を聞くことで、それぞれが

できることを組み合わせて、地域農業の課題解決
を早めることができるんだ。
　参加者同士の距離が縮まることも大事だね。ど
のくらいの頻度で開催しているの？
　農業が忙しい時期を避けて、７月頃、10月頃、
２月頃の年３回程度開催しているよ。
　どんな人が参加しているの？
　地域の農業について話し合うことが目的だから、
関係機関として農業委員、農地利用最適化推進委
員、農協、三重県(津地域農業改良普及センター)、
津市の５者が集まっているんだ。
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